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尊重し合える社会を目指して
岩手県　釜石市立釜石中学校　１年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きくち),菊池)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いろは),彩芭)
　みなさんは、発達障がいがどんなものか、考えたことはありますか。発達障がいにも、さまざまな種類があり、それぞれ特性があります。
　私の弟にも、発達障がいがあります。
　弟には二種類あり、主に、人とうまくコミュニケーションができない・集中力が保てないなどの障がいです。
　弟とは同じ保育園に通い、同じ小学校に入学して、毎日いっしょにすごしてきたので、障がいがあるなんて思ったことがありませんでした。しかし、学年があがるにつれて、ささいなことでイライラして友達を傷つけてしまったり、授業に集中できず迷惑をかけてしまうことが目立つようになりました。がんばっていた野球も、思うように上達できずにやめてしまい、自信を失っているように見えました。
　弟の障がいのことで、私も周りの目を気にするようになりました。実際に心ない言葉で傷ついたこともあります。クラスのみんなに障がいについて知ってもらうために、六年生の授業の作文に書いたときも、思っていたような反応がもらえず、悲しくなったこともあります。母も、弟を叱りながら、弟と一緒に泣いていたことがありました。どうして弟のせいで私や母がこんな思いをしなければならないのだろうと思っていました。
　でも、弟の障がいを個性として見てみると、おもしろくて、うらやましいなと思うことがたくさんありました。私が特にすごいなと思ったところは、感情や創造力が豊かなところです。悲しいときには思いきり泣き、楽しいときには思いきり笑います。私が思いつかないような発見をしたり、いろいろな視点からものを見て、それを絵に描いたり、形にしたりして人に伝えることがとても上手です。それができたときの笑顔がとてもかわいいです。
　弟の持っている障がいは、薬で抑えることはできますが、他の病気のように治ることはありません。当たり前のことができるようになるまで、まだ時間がかかるかもしれません。私は、弟のできないことよりも、できたことに目を向けて、見守っていきたいと思います。
　犯罪が起こったとき、加害者に「発達障がい」などがあると、発達障がいのある人の犯罪率が健常者に比べてとても高いわけでもないのに、「発達障がい」であることが強調して報道されているように感じます。確かに、加害者に「発達障がい」がある場合もあると思いますが、「発達障がい」が犯行の直接の原因ではなく、加害者に「疎外感」や「孤独」があり、世間への恨みがつのり、犯行に及んでしまったものもあると聞いています。私は、大切なのは、「発達障がい」のあるなしに関わらず、「孤独」を深めないようにする周囲の支援や理解だと思います。
　できないことが多くて自信を失っているように見えた弟のように、「他の人のようにできない」「うまく人と接することができない」ことで自信を失い、人との関わりも持てなくなり、孤立する人も多いのではないでしょうか。
　私達家族が、弟のできないことよりも、「できたこと」に目を向けるように、弟と同じような障がいを抱えた人たちにも、同じようなまなざしで接したいと思います。そうすることで、私達も新しい発見ができるようになるのではないでしょうか。
　周りのみなさんにも、障がいも個性の一つだと受け止めてもらえる日がくれば、明るい社会ができるのではないかなと思います。それが大きな輪となり、さらにおたがいを尊重し合えるようになれば、弟と同じような、目に見えない障がいを持つ人の笑顔を守ることができると思います。
　そんな日が来る事を、私はずっと願っています。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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